
　
鳴
尾
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
素
晴
ら
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

る
お
」
の
取
材
と
編
集
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
最
初
の
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
地
域
内

の
行
事
も
自
粛
、
中
止
に
追
い
込

ま
れ
、
取
材
活
動
も
難
し
い
状
況

で
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
『
宮
っ
子
』

は
、全
市
版
と
地
域
版
か
ら
な
り
、

地
域
版
は
地
域
の
多
世
代
の
皆
さ

ま
が
読
ん
で
楽
し
い
記
事
と
な
る

よ
う
各
校
区
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
鳴

尾
の
歴
史
な
ど
８
ペ
ー
ジ
の
中
に

凝
縮
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
「
鳴
尾
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
！
　
ず
っ
と
鳴
尾
に
住
み
た

い
！
」
と
思
え
る
よ
う
な
記
事
を

目
指
し
、
編
集
委
員
一
同
、
取
材

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

『
宮
っ
子
』
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
る
お
編
集
委
員
一
同

梅
本
信
二（
鳴
尾
北
）

鳴
尾
を
「
知
る
・
楽
し
む
・
つ
な

げ
る
」記
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

徳
岡
か
お
り（
鳴
尾
北
）

楽
し
さ
を
見
つ
け
な
が
ら
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

前
田
文
信（
鳴
尾
西
）

鳴
尾
を
歩
き
回
っ
て
記
録
し
、
記

憶
に
残
る
内
容
に
仕
上
げ
た
い
。

藤
本
政
人（
鳴
尾
西
）

お
会
い
し
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
声

を
か
け
、
記
事
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

廣
田
久
榮（
高
須
）

身
近
な
情
報
提
供
大
歓
迎
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

奥
野
尚
美（
小
松
）

『
宮
っ
子
』
が
地
域
を
つ
な
ぐ
　

ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

山
本
信
行（
鳴
尾
東
）

地
域
の
つ
な
が
り
が
一
層
深
く
な

る
よ
う
心
掛
け
ま
す
。

柳
生
美
登
里（
甲
子
園
浜
）

た 

の
し
い
『
宮
っ
子
』
編
集
委
員

つ 

な
が
り
広
げ
て
こ
れ
か
ら
も

青
石

　弘（
南
甲
子
園
）

人
と
人
、
地
域
と
地
域
の
か
け
橋

で
す
。
地
域
情
報
の
提
供
を
！

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
６
年
の
新
春
を

す
こ
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
う
さ
ぎ
年
で
、
何
か
を

開
始
す
る
こ
と
は
縁
起
が
よ
く
、

何
か
に
つ
け
好
転
す
る
と
い
わ
れ

た
年
で
し
た
。
今
年
の
干え

支と

で
あ

る
辰た

つ
年
は
準
備
し
た
結
果
が
実
を

結
ぶ
年
だ
そ
う
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
も
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
し
、

感
染
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

中
、
連
合
自
治
会
と
し
て
は
、
で

き
る
対
策
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
こ
と
な
く
年

間
行
事
の
全
て
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
鳴
尾
地
域
に
は
継
続

す
る
も
の
、
今
年
か
ら
実
施
す
る

も
の
な
ど
が
あ
り
、
関
係
す
る
行

政
と
協
議
・
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
道
路
建
設
な
ど
は
地
域
の
生

活
道
路
と
し
て
大
切
な
工
事
で
あ

り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
よ
う
関

係
機
関
と
協
議
し
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
文
教
住
宅
都
市
宣
言
60

周
年
を
迎
え
、
令
和
７
年
に
は
市

制
施
行
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま

す
。
鳴
尾
に
お
い
て
も
地
域
の
環

境
を
大
切
に
、
関
係
す
る
企
業
と

も
よ
く
協
議
し
、
同
時
に
行
政
の

説
明
を
求
め
な
が
ら
連
合
自
治
会

と
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
地
域

の
皆
さ
ま
が
「
鳴
尾
に
住
ん
で
良

か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

る
」
と
思
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
、
連
合
自
治
会
と
し
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
が
13
年
ぶ
り
に
念
願
の
リ
ー
グ

優
勝
を
果
た
し
、
さ
ら
に
38
年
ぶ

り
に
日
本
一
に
輝
き
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
喜
び
と
元
気
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
新
設

の
医
療
機
関
が
南
甲
子
園
地
域
に

開
院
し
、
健
康
面
で
の
安
心
感
が

強
く
な
っ
た
も
の
と
感
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
対
応
に
対
し
て
も

各
地
域
で
自
主
的
に
訓
練
を
行
い
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
活

性
化
を
図
る
た
め
役
員
一
同
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す

　鳴
尾
連
合
自
治
会
　
会
長
　
川
崎

　洋
光
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鳴
尾
新
川
に
は
水
源
が
な
い

　
鳴
尾
新
川
は
上
流
に
河
川
や
池

の
自
己
水
源
が
な
く
、
二
つ
の
井

戸
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ

て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
鳴
尾
浄
水
場
に
、
二
つ

目
は
白
池
ポ
ン
プ
場
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
2
カ
所
の
井
戸
か
ら
く
み
上

げ
ら
れ
た
水
が
鳴
尾
東
部
の
町
々

を
巡
り
、
約
３
・
２
㎞
下
流
の
上

田
北
ポ
ン
プ
場
ま
で
流
れ
て
い
ま

す
。

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を

　
　
　鳴
尾
新
川
と
呼
ぶ

　
鳴
尾
浄
水
場
の
ポ
ン
プ
場
を
出

た
ば
か
り
の
流
れ
は
清
新
で
、
武

庫
川
の
堤
防
下
を
流
れ
る
様
子
は

小
川
の
趣
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
は
国
道
２
号
を
く
ぐ

る
と
、す
ぐ
に
第
２
の
水
源
で
あ
る

白
池
ポ
ン
プ
場
か
ら
の
水
流
と
合

流
し
て
、
小
曽
根
線
に
沿
っ
て
小

曽
根
町
、
甲
子
園
一
番
町
、
若
草

町
を
南
下
し
ま
す
。
そ
し
て
小
松

北
町
で
小
曽
根
線
か
ら
分
か
れ
て
、 

本
郷
学
文
筋
を
二
分
し
な
が
ら
、

鳴尾新川を歩く
第１部

　鳴尾地域の東部、戸崎町を頂点として武庫川と
甲子園筋（旧枝川）でつくる三角形の中心を、ヨッ
トのマストのように南北に走るのが小曽根線で
す。その小曽根線と並行して鳴尾東部を縦断して
いるのが鳴尾新川です。
　同河川は市管理の普通河川で、西宮市では普通
河川を水路といい、市内には６４５本の水路が
あります。鳴尾新川は鳴８０２と呼ばれる水路で
す。
　ちなみに、武庫川は兵庫県の管理する２級河川
です。

鳴尾浄水場

小川の趣

鳴尾新川マップ

鳴尾浄水場

白池ポンプ場

上田北ポンプ場

※太矢印が鳴尾新川

〒663-8186　西宮市上鳴尾町4番31号
（阪神電鉄鳴尾・武庫川女子大前駅北へ徒歩5分）

TEL（0798）47-1767（代表）
https://www.meiwa-hospital.com

訪問看護センター 明和
〒663-8186　
西宮市上鳴尾町5番13号
TEL （0798）47-1812（代表）

明 和 病 院
●在宅療養者の健康管理
●床擦れの予防・処理
●介護認定者のケアプラン
　の作成
●在宅療養・介護保険に
　関するご相談等

看護師・看護助手・その他職種を募集しています。
詳しくは当院・人事企画課（℡47-9523）までお問い合わせください。

指定居宅介護支援事業所

広告
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旧
国
道
ま
で
南
下
し
ま
す
。
本
郷

学
文
筋
辺
り
か
ら
は
平
坦
な
地
形

の
た
め
、
流
れ
は
急
に
緩
や
か
な

も
の
と
な
り
、
少
し
澱よ

ど

み
始
め
ま

す
。
　

　
白
池
ポ
ン
プ
場
か
ら
の
も
う
一

方
の
流
れ
は
そ
の
ま
ま
南
に
下

り
、
小
松
北
町
、
小
松
町
、
小
松

南
町
を
抜
け
て
武
庫
川
町
の
兵
庫

医
科
大
学
前
で
鳴
尾
新
川
と
合
流

し
て
い
ま
す
。

　
旧
国
道
か
ら
は
「
暗
き
ょ
」
と

呼
ば
れ
る
地
下
に
流
れ
込
み
、
そ

の
ま
ま
歩
道
下
を
約
４
０
０
m
東

進
し
て
暗
き
ょ
の
ま
ま
学
文
殿
町
、

里
中
町
を
流
れ
て
、
阪
神
本
線
、

鳴
尾
・
武
庫
川
女
子
大
前
駅
の
手

前
で
再
び
「
開
き
ょ
」
と
な
り
地

表
に
戻
り
ま
す
。

　
地
表
に
出
た
鳴
尾
新
川
は
少
し

蛇
行
し
な
が
ら
西
へ
進
み
、
兵
庫

医
科
大
学
前
で
、
先
程
の
白
池
ポ

ン
プ
場
の
分
流
と
合
流
し
、
再
び

暗
き
ょ
と
な
っ
て
国
道
43
号
を
く

ぐ
り
ま
す
。
阪
神
高
速
３
号
神
戸

線
の
ル
ー
プ
橋
付
近
か
ら
再
び
開

き
ょ
と
な
り
、
武
庫
川
町
、
東
鳴

尾
町
、
池
開
町
、
笠
屋
町
を
流
れ

ま
す
。

　
こ
の
ル
ー
プ
橋
か
ら
鳴
尾
東
小

学
校
ま
で
の
約
８
０
０
ｍ
を
流
れ

る
鳴
尾
新
川
に
は
「
親
水
護
岸
」

が
あ
り
ま
す
。
市
が
管
理
す
る
水

路
の
中
で
、
親
水
護
岸
が
あ
る
の

は
「
鳴
尾
新
川
」
と
「
枝
川
」
の

２
カ
所
だ
け
で
す
。

　
こ
の
親
水
護
岸
を
た
ど
る
と
、

鳴
尾
東
小
学
校
の
校
庭
の
下
を
暗

き
ょ
と
し
て
く
ぐ
り
ま
す
。
校
庭

の
下
を
水
路
が
流
れ
て
い
る
の
は

国
内
で
も
珍
し
い
そ
う
で
す
。

　
地
表
に
出
れ
ば
、
そ
こ
は
も
う

終
点
の
上
田
北
ポ
ン
プ
場
で
す
。

鳴
尾
新
川
の
役
割

　
鳴
尾
新
川
は
自
己
水
源
が
な
い

上
、
流
域
は
地
域
特
有
の
勾
配
の

な
い
平
坦
な
地
形
の
た
め
、
流
れ

は
細
く
、流
勢
も
弱
く
、こ
の
た
め
、

淀よ
ど
ん
だ
地
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
場
所
に
よ
っ
て
水
路
の
中
央
を

細
く
し
て
流
勢
を
確
保
す
る
工
夫

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
は
、
新
し
い
水
源
確
保

の
た
め
鳴
尾
東
公
民
館
付
近
の
川

底
に
新
し
い
井
戸
の
試
掘
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
く
み
上
げ
た

水
の
塩
分
濃
度
が
高
す
ぎ
、
水
源

に
は
適
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
鳴
尾
新
川
は
鳴
尾
地
域
東

部
の
多
く
の
町
々
を
流
れ
、
災
害

時
の
水
源
と
し
て
、
そ
の
役
割
は

今
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
の
あ
る
風
景

　
鳴
尾
東
部
を
わ
ず
か
な
水
流
で

日
々
静
か
に
流
れ
て
い
る
。
今
で

は
川
と
い
う
よ
り
水
路
と
い
う
呼

び
名
の
方
が
似
合
っ
て
い
る
鳴
尾

新
川
。

　
し
か
し
、鳴
尾
東
部
に
住
む
人
々

に
と
っ
て
は
、
親
し
み
の
あ
る
川

と
し
て
日
常
の
風
景
に
と
け
込
み
、

と
も
に
長
い
年
月
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
次
回
は
、
流
域
の
町
々

を
水
源
か
ら
流
れ
に
沿
っ
て
、日
々

の
何
気
な
い
景
色
の
中
か
ら
鳴
尾

ら
し
い
風
景
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

＊
参
考
資
料

市
・
水
路
治
水
課
作
成

・
鳴
尾
東
公
民
館
推
進
員
会
講
座

「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
鳴

尾
新
川
」「
鳴
尾
新
川
探
訪
」
の

テ
キ
ス
ト
よ
り

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　「暗
き
ょ
」
と
「
開
き
ょ
」。

「
き
ょ
」
は
「
渠
」
と
書
き
、

土
木
用
語
で
、
人
工
的
に
作

ら
れ
た
水
の
通
り
道
の
こ
と

で
す
。「
暗
渠
」
は
ふ
た
、
ま

た
は
埋
設
し
た
水
路
の
こ
と

で
、「
開
渠
」
は
地
表
の
水
路

の
こ
と
で
す
。

　コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク

　水
に
親
し
み
や
す
く
す
る

こ
と
を
「
親
水
性
（
し
ん
す

い
せ
い
）」
と
い
い
、
親
水

性
に
配
慮
し
た
護
岸
形
状
を

親
水
護
岸
と
呼
ん
で
い
ま

す
。 

勾
配
を
緩
く
し
て
階

段
を
設
置
す
る
な
ど
、
小
さ

な
子
ど
も
で
も
水
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

広告
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　一般社団法人まちのね浜甲子園主催の第７回まち
のねピクニックが昨年10月14日に浜甲子園団地中

央広場で開催されました。
　時折雨が降る中、販売、ワークショップ、飲食など１８種の
出店があり、ステージでは民踊、ダンス、チアリーディング、
ウクレレ演奏が行われ、老若男女が楽しみました。

高
須

鳴
尾
西

鳴
尾
は
、七
つ
の
小
学
校
区

（
高
須
校
区
は
2
小
学
校
）で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す

鳴尾八幡神社の秋祭りに
鳴尾西の５町会が子ども神輿を奉納

まちのねピクニック開催

元気いっぱい「こどもフェスタ」

甲
子
園
浜

　前日からの雨も上がり、快晴の下、鳴尾八幡神社の秋祭りが
昨年10月15日にあり、昨年から参加の鳴尾町一丁目、四丁目、
五丁目に加え、甲子園番町会、甲子園八番町の自治会子ども神

み

輿
こし
が参加しました。
　各自治会内を巡行した後、鳴尾小学校のグラウンドに集結。
５台の神輿が行列して大鳥居をくぐり、参道を進みました。本
堂前でお祓

はら
いを受け、参加した子どもたち全員にかわいい子

ども用のお守りが渡されました。

　澄みきった青空の下、昨年10月15日、メルカード三角広場
の１階・２階を利用して「こどもフェスタ」が開催され、大勢の
家族連れが参加しました。
　ステージでは和太鼓、吹奏楽演奏で盛
り上がり、子どもたちに人気のスーパー
ボールすくい、ガラスとビーズのブレス
レット作りの体験コーナーの前は列がで
き、巨大動物迷路、エアトランポリン、ボ
ルダリングなどのブースは大勢の子ど
もたちでにぎわいました。

「民踊サークル」メンバーと共に、みんなで　『ダンシング・ヒーロー』を踊りました

巨大動物迷路の入り口と出口

エアトランポリンに子どもたちの列

鳴尾小学校グラウンドに集結した（左から）　鳴尾町一丁目・四丁目・五丁
目・甲子園番町会・甲子園八番町の子ども神輿

　ボルダリングを一番の楽しみに
参加した上原千弘（うえはらちひ
ろ）君（４歳）は、次々とクリア
していき「楽しかった‼」と目を
輝かせて話しました

広告

９9０ １，1００
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小
松

南
甲
子
園

　スポーツクラブ２１こまつ主催の「こまつファミリーフェ
スタ」が、昨年１０月８日に小松小学校で開催されました。4
年ぶりの小松校区全自治会参加の大会となりました。コロ
ナ禍で行事の中止が余儀なくされていたこともあり、自治
会によっては子育て世
帯とのつながりを一か
ら構築し直し出場選手
の選出には大変な苦労
もあったようです。
　午前中だけの半日開
催でしたが、プログラ
ムは高齢者から幼児ま
でまんべんなく楽しめ
るように工夫され、全
員で参加している家庭
も多く、歓声が響いて
いました。

　咋年11月１日、鳴尾東公民館で、市・地域防災支
援課の職員を招いて「自分の命を守る話を聞く」と

題して、鳴尾東コミュニティ協議会主催の講演が開催され
ました。
　当日は約30人の参加者が入り口で配られた西宮市防災
マップ（ハザードマップ）とスクリーンに映し出された資料を
見ながら、講師の話を熱心に聞きました。
　防災マップの見方についての話は、こんなにたくさんの貴
重な情報が書かれていたのかと思わされました。また情報の
記載にあたり、どういう考え方で作成されたかを知ることも
新たな発見でした。
　後半は参加者からの質
問を受け付け、活発な意見
交換がされました。「洪水、
高潮、津波、地震」と常に災
害のリスクにさらされて
いる地域に生活する住民
の危機意識が垣間見えた
ような意義のある講演で
した。

　里中町の船越美佐代さんが、昨年9月23・24日、鹿児島県で
開催された特別国民体育大会（国体）の公開競技であるグラウ
ンド・ゴルフに兵庫県代表12人の1人として出場しました。
　国体では、45都道府県の代表チームが競技を行いました。
　船越さんは里中町自治会副会長の傍ら、8年前からグラウ
ンド・ゴルフを始め、今ではほぼ毎日、
地域の公園や河川敷などで練習や試
合を行っています。
　「知らない人との交流は、新鮮な気
持ちになります。足腰も丈
夫になり、風邪もひかなくな
りました」と話す船越さんか
ら、グラウンド・ゴルフへ
の熱い思いが伝わってき
ました。

　昨年11月３日、南甲子園小学校運動場で南甲子園地区体
育祭が５年ぶりに開催されました。当日は好天に恵まれ
て、久しぶりに老若男女が共に汗をかきながら楽しみまし
た。

災害に備える話を聞きました！

こまつファミリーフェスタ 鳴
尾
北

鳴
尾
東

防災マップを広げる参加者

８本の足を揃えて　１・２、１・２

第19回　南甲子園地区体育祭

スポーツクラブ21南甲子園のクラブ対抗リレー 紅組、白組に分かれて玉入れ

競
技
を
す
る
人
、見
る
人

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た

よーいどん！

グラウンド・ゴルフ競技で「かごしま国体」に出場
里中町 船越美佐代さん

国体会場での船越さん。
ホールインワン賞にも輝きました

広告

● 甲子園本店（学文殿町1-8-19） TEL.0798（47）4958
● 甲 東 園 店（上大市1-6-32）　 TEL.0798（54）3439
● 甲子園口店（甲子園口北町2-27）TEL.0798（62）3450
● コロワ甲子園店（甲子園高潮町3-3-1階）TEL.0798（56）8477
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　昨年の秋に、鳴尾地域の伝統を誇る
西宮市立鳴尾小学校と兵庫県立鳴尾高
等学校の２校がそれぞれ創立150 周年
と80周年の区切りの年を迎え、記念式
典を行いました。

祝　鳴
尾
小
学
校
は
、
明
治
６

（
1
8
7
3
）年
４
月
６
日
に
西

方
寺（
鳴
尾
町
三
丁
目
）を
仮
校
舎

と
し
て
開
校
。
明
治
19
年
４
月
の

「
小
学
校
令
」
の
公
布
に
伴
い
、

同
じ
鳴
尾
村
域
に
開
校
し
て
い
た

上
田
洲
先
小
学
校
を
併
合
し
て
鳴

尾
小
学
校
に
な
り
、
創
立
記
念
日

は
上
田
洲
先
小
学
校
の
開
校
日
の

10
月
15
日
と
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
39
年
４
月
に
鳴

尾
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和
16

（
1
9
4
1
）年
４
月
に
鳴
尾
国

民
学
校
、
昭
和
22
年
４
月
に
鳴
尾

村
立
鳴
尾
小
学
校
、
昭
和
26
年
に

西
宮
市
と
合
併
し
て
か
ら
西
宮
市

立
鳴
尾
小
学
校
と
名
称
の
変
遷

は
あ
り
ま
し
た
が
、
誕
生
か
ら

1
5
0
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
間
、
分
離
し
て
開
校
し
た

学
校
は
昭
和
11
年
の
鳴
尾
東
尋
常

小
学
校
、
昭
和
19
年
の
鳴
尾
北
国

民
学
校
、
昭
和
23
年
の
南
甲
子
園

小
学
校
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

鳴
尾
小
学
校
は
鳴
尾
西
小
学
校
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
記
念
式
典
は
昨
年
10
月
11
日
、

鳴
尾
小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ

れ
、
同
窓
会
会
長
の
側
垣
一
也
実

行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
代

表
と
し
て
重
松
司
郎
西
宮
市
教
育

長
の
祝
辞
、
高
木
浩
司
校
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
学
校

の
軌
跡
の
ス
ラ
イ
ド
を
視
聴
。
飛

び
入
り
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ト

ラ
ッ
キ
ー
」
が
登
場
し
て
に
ぎ
や

か
な
記
念
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　鳴
尾
高
校
は
昭
和
18
年
４
月
１

日
、
旧
制
の
村
立
鳴
尾
中
学
校
と

し
て
鳴
尾
東
国
民
学
校
（
現
・
鳴

尾
東
小
学
校
）
を
仮
校
舎
に
開
校

し
ま
し
た
。

　
当
時
、
鳴
尾
地
域
に
は
村
立
の

旧
制
中
学
は
な
く
、
男
子
は
甲
陽

中
学
校
、
女
子
は
武
庫
川
学
院
へ

進
学
す
る
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、

公
立
の
男
女
共
学
中
等
学
校
開
校

の
要
望
が
高
ま
り
、
文
部
大
臣
か

ら
中
等
学
校
令
に
よ
る
開
校
許
可

を
得
て
「
兵
庫
県
鳴
尾
中
学
校
設

置
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
の

中
、
昭
和
18
年
４
月
10
日
に
第
１

回
入
学
式
を
行
う
も
校
舎
は
間
に

合
わ
ず
、
鳴
尾
東
国
民
学
校
と
鳴

尾
北
国
民
学
校
を
転
々
と
し
、
学

文
殿
町
の
現
在
地
に
新
校
舎
が
完

成
し
た
の
は
昭
和
20
年
４
月
の
こ

と
で
し
た
。
５
月
に
生
徒
た
ち
は

川
西
航
空
機
の
学
校
工
場
に
勤
労

動
員
さ
れ
、
８
月
15
日
の
「
終
戦

の
詔
書
」、
い
わ
ゆ
る
玉
音
放
送

は
村
役
場
に
集
め
ら
れ
聴
き
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
誕
生
し
、

戦
後
の
昭
和
25
年
４
月
に
県
立
に

移
管
さ
れ
、
兵
庫
県
立
鳴
尾
高
等

学
校
と
し
て
80
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　
記
念
式
典
は
昨
年
11
月
14
日
、

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
第
１

部
は
学
校
が
歩

ん
で
き
た
歴
史

や
伝
統
の
振
り

返
り
、
第
２
部

は
音
楽
を
中
心

と
し
た
祭
典
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。

参
考
文
献
：『
鳴
尾
村
誌
』

記念品として配られたファイル

側垣一也実行委員長のあいさつを聞く
子どもたち

創立80周年記念誌

鳴
尾
高
校
ス
ト
リ
ン
グ
ス・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
校

歌
演
奏

広告

至
大
阪
梅
田

至
神
戸
三
宮

小
曽
根
線

小
曽
根
線

コーナン

セブン
イレブン

兵庫医大
病院
兵庫医大
病院

阪神本線阪神本線

N

��

武庫川女子大学武庫川女子大学

武庫川駅鳴尾・武庫川
女子大前駅

武
庫
川

武
庫
川GS

阪神高速
3号神戸線
阪神高速
3号神戸線��

（高架下）

武庫川
I  C
武庫川
I  C

阪神｢鳴尾 · 武庫川女子大前｣駅 徒歩 6分
西宮市小松西町 2-6-52

0120-01-3242
株式会社阪急メディアックス

高架下でも静かで快適P15 台 安置室あり

45*181mm
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　今年 11 月に創立 50 周年を迎える兵庫県立西宮南高等学校
は、高須地域の武庫川団地、そして瀬戸内海の鳴尾浜、甲子園
浜に隣接した場所にあります。
　少子高齢化が進む中、武庫川団地の自治会と西宮南高校が協
働し地域活動に取り組んでいます。
　今回、西宮南高校の白川淳哉校長に「地域貢献活動」と特色
類型「環境とコミュニケーション類型」の話を聞きました。

　10年ほど前に武庫川団地の夏祭り実行委員会から手
伝いの話を受けた時から始まった西宮南高校の武庫川
団地の「お手伝い活動」。地域清掃活動と共に、高校生
たちの活躍の場として、そして教育活動の場として、自
治会からも期待され、ますます広がりを見せています。
　白川校長は「地域活動は地域貢献だけでなく、地域
の教育力を借りて本校生が成長する場でもあります。
このような機会をいただいて、生徒たちは社会に貢献
しているという自己有用感も高めています」と熱く語り
ました。
　武庫川団地との関係は「身内のようなつきあい」と
なり、これからの地域と地域の学校との新しい「地域
活動」の姿を感じさせる話を聞くことができました。

　西宮南高校には、環境問題を通じて課題解決や情報
発信できる人材育成を目指した特色選抜枠「環境とコミ
ュニケーション類型」があります。昨年９月に参加した

甲子園浜の海浜清掃や
甲子園浜で活動してい
る「海浜の自然環境を
守る会」の講演会（10
月）を通じて、自然環境
を守る意義などを学び
ました。
　また、昨年度より日

本海丹後半島で１泊２日の「フィールド実習」を行い、
漂着ごみに関しての知識を深め、日本海と甲子園浜の
ごみの種類の違いを意識する機会を得ました。フィー
ルド実習では、海だけでなく里山の環境保全について
も学ぶなど、さまざまな環境
問題への興味関心を高める活
動を行っています。

地域貢献活動

環境活動と
「環境とコミュニケーション類型」

地域の人と清掃活動 模擬店も出店しました

◀︎�高須フェスティバ
ルでのやぐらの組
み立て手伝い

　夏祭り実行委員の田邉繁委員長は「約 10年前、夏
祭りのボランティアをお願いしたところ、快諾しても
らいました。やぐらの組み立てや解体、各ブースのテ
ントの設営など、生徒の協力なしでは夏まつりの開催
が危ぶまれるほどです。西宮南高ボランティアの皆さ
んには大変感謝しています」と話しました。

甲子園浜の清掃活動に参加

日
本
海
の
漂
着
ご
み
の
観
察

森（
里
山
）で
の
実
習

地域と共に育む

兵庫県立
西宮南高等学校

広告
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●
な
る
お
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
●

な
る
お
会
館
文
化
祭

舞
台
発
表 

…
３
月
10
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ご
ろ

作
品
展
示 

…
月
曜
日
は
休
館

前
半
の
部
…
２
月
16
日（
金
）
～

�

28
日（
水
） ９
時
～
16
時
半

※
29
日（
木
）は
作
品
入
れ
替
え
日

後
半
の
部
…
３
月
１
日（
金
）
～

�

10
日（
日
）９
時
～
16
時
半

生
涯
学
習
鳴
尾
大
学
学
生
募
集

期
間
…
４
月
～
令
和
７
年
２
月

定
員
…
60
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

来
館
受
付
…
２
月
１
日（
木
）９
時
～

入
学
資
格
…
鳴
尾
地
域
在
住
で
満

60
歳
以
上
の
人
。た
だ
し
、令
和
４
、

５
年
度
卒
業
生
は
除
く
。

講
座
内
容
…
詳
細
は
、な
る
お
会
館
ま
で

な
る
お
会
館
趣
味
教
室
生
徒
募
集

期
間
…
４
月
～
令
和
７
年
３
月

�

（
８
月
除
く
）

場
所
…
な
る
お
会
館

資
格
…
鳴
尾
地
域
在
住
の
人

年
会
費
…
2
0
0
0
円

詳
細
は
な
る
お
会
館
ま
で
。

申
込
方
法
…
教
室
名・住
所・氏
名・

年
齢・電
話
番
号
を
記
入
の
上
、往

復
は
が
き
で
２
月
29
日（
木
）必
着
。

主
催
…
公
益
財
団
法
人
　
鳴
尾
会

問い合わせ先　〒663-8184鳴尾町３丁目８-７なるお会館まで☎0798・46・8200（祝日を除く火～金曜日９～17時）

◆事前申込みがない講座でも会場の定員を超えるとお断りする場合があります。ご了承ください。

鳴尾地区５公民館の講座案内 【★�は申し込みが必要。いずれも先着順。特に表記がな
ければ来館受け付け。材料費は受け付け時徴収】

広告

甲子園で野球ができる!?
バーチャルバッティングセンター

※球場写真はイメージです。

CGで完全再現した阪神甲子園球場で
ピッチングやバッティングを楽しもう!!

詳しい営業情報は公式HPよりご確認ください。

ビースタジアム甲子園 検 索

［営業時間］��：��～��：�� 
　　　　　　　※�月～��月は��：��～��：��  ※催し物により変動します。　

［休 業 日］月曜日（試合開催日、祝日を除く）、年末年始 
　　　　　　　※上記の他、メンテナンス等のため休業となる場合があります。

阪神甲子園球場南隣 甲子園プラス�F

TEL.����-��-����

■宮っこ広告　H45mm×W181mm　　　2023.11.01（第1校）

第382号 令和 6年 1月 1日 　コミュニティなるお ⑻

月 日 曜日 時　　間 内　　　　　　容 講　　　　　師 問い合わせ先

1 17 水 13：30～15：00
「鳴尾寄席」～講談と落語でお楽しみください～
※演目は当日のお楽しみ
対象：一般　定員：100人　当日受け付け

講談師・旭堂南也
落語家・笑福亭呂翔
講談師・玉田玉秀斎 鳴尾公民館

℡47－3838
2 11 日・祝 13：30～14：30 「新春和太鼓演奏と太鼓の体験を楽しもう」

対象：一般　定員：100人　当日受け付け 和太鼓「かざぐるま」

1 27 土 13：30～15：00
新春コンサート ～オカリナ＆サックスとピアノ演奏で名曲を楽しむ～
対象:鳴尾東地区（東鳴尾町1丁目、2丁目、笠屋町、上田中町、上田東町、上田西町）に在住の方
定員：60人　当日受け付け（開始30分前から）

森下　知子
大島　忠則

鳴尾東公民館
℡49－1300

2 2 金 13：30～15：00
世話人講座　協働による地域コミュニティー組織づくり
～高度経済成長期を背景に上田自治会の発足、組織づくりに学ぶ～
対象:一般　定員：60人　当日受け付け（開始20分前から）　持ち物:筆記用具

元上田自治会会長
元鳴尾東コミュニティ協議会会
長　室屋　俊一

2 3 土 13：30～15：00
津軽三味線講座　～津軽三味線と子供たちの小太鼓の音色を聞き素敵なひと時を～

（津軽三味線の演奏と三味線のよもやま話を聞く）
対象:一般　定員：60人　当日受け付け（開始20分前から）

うさぎ庵
梶原　瑞穂

2 29 木 14:00～15:00
健康講座～知っておきたい癌のお話～

（癌の早期発見を含めて、市民の皆さまが知っていて役に立つ話）
対象:一般　定員：40人　当日受け付け（開始20分前から）
持ち物:筆記用具

西宮協立脳神経外科病院
副院長兼整形外科部長
瀧川　直秀

1 15 月 10：00～11：30
コラージュ～切って、貼って、こころの表現～
対象：一般　　定員：10人　当日受け付け
材料費：500円（当日徴収）
持ち物：はさみ・スティックのり・持ち帰り用袋

臨床心理士・公認心理師
梅澤　愛子

南甲子園公民館
℡49－4741★ 2 5 月 11：00～13：30

食育を楽しむ会　～毎日の食事楽しみ　フレイル予防～
対象：一般　定員：30人　
申し込み： 1月29日（月）10:00～12:00　来館にて受け付け　※1人で2名まで申込可
参加費：500円（申込時徴収、キャンセル返金不可）　持ち物：お茶

武庫川女子大学　国際健康開発研究所
所長　家森　幸男
食育グループHealthy+

2 6 火 10：00～11：30 あーよかったな　あなたがいて~優しさという温かい貯金～
対象：一般　　定員：50人　当日受け付け　共催：南甲子園小学校PTA

教育サポーター
仲島　正教

★ 1 20 土 10：00～13：00

くらし・消費者講座「男の料理教室」
メニュー：鱈の野菜甘酢あんかけ、ほうれん草のおひたし、じゃがいもきんぴら、かき玉汁、ご飯
対象：男性（中学生以上）　定員：12人
申し込み：1月6日（土）9:30～11:00　来館にて受け付け
教材費：800円（申込時徴収、キャンセル返金不可）
持ち物：エプロン、三角巾、マスク、タオル

栄養士　工藤　惠子
学文公民館
℡41－6050

★ 2 6 火 11：00～13：30
健康・福祉講座「生涯元気な食べ方上手！」　テーマに沿ったお弁当をいただきます
対象：一般　定員：25人　申し込み：1月23日（火）9:30～11:00　来館にて受け付け
教材費：500円（申込時徴収、キャンセル返金不可）
持ち物：昼食用の飲み物、お手拭き

武庫川女子大学国際健康開発研究所
食育グループ Healthy+ 所長
家森　幸男

2 8 木 14：00～15：30 大河ドラマ講座『光る君へ』　第１回　平安貴族の権力抗争
定員：100人　当日受け付け

元西宮東高等学校　教頭
霜澤　喜代子

高須公民館
℡49－1312

2 14 水 14：00～15：30 音楽講座　世界を笑顔にコンサート
定員：100人　当日受け付け

声楽家
山崎　小夜子

2 15 木 14：00～15：30 大河ドラマ講座『光る君へ』　第2回　『源氏物語』と藤原道長
定員：100人　当日受け付け

元西宮東高等学校　教頭
霜澤　喜代子

3 3 日 13:30～15:30 歌の広場　みなさんと楽しく歌いましょう
定員：100人　当日受け付け 歌声サークル　あおいそら

【地域医療講座】講師：明和病院医師（明和病院の協力を得て開催している講座です）

1 31 水 14：00～15：30
腎臓を元気にしていますか？大切にしていますか？
～腎検査（尿検査・採血を中心に）の見方～
対象：一般　定員：50人　当日受け付け

腎・透析科
豊田　和寛

南甲子園公民館
℡49－4741

2 28 水 　14：00～15：30 ～認知症の話～
対象：一般　定員：100人　当日受け付け

訪問看護センター明和
師長　中島　敦美、有賀　保博
鳴尾在宅療養相談支援センター　鈴木　智子

鳴尾公民館
℡47－3838


